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今年度の重点目標 
自分が大切  みんなが大切 

・あいさつをしよう ・きまりを守ろう ・協力しよう 

1 月の生活指導目標  安全に気を付けて生活しよう 

1 月の安全指導目標  危険につながる行動はやめよう  

1 月の保健指導目標  かぜを予防しよう  

1 月の給食指導目標  食後の過ごし方を考えよう  

 

HP http://schit.net/tama/esminamitsurumaki/  E-mail daihyo-minamiturumaki-sho＠city.tama.ed.jp 

 
人と人とのつながりを大切に 

                         校 長  森  信 行 

 

新年あけましておめでとうございます。 

２０２４年の開始とともに、新しい目標を掲げ、希望に満ちたスタートを切った方々

も多くいらっしゃると思います。 

 同時に、元日の夕方に起こった「令和６年能登半島地震」のニュースに心を痛めてい

る方もいらっしゃったのではないでしょうか。私自身は、テレビ画面から発信される津

波関連の警報から、２０１１年に起きた東日本大震災当時のことを思い出さずにはいら

れませんでした。 

 昨年度の本校の卒業式。卒業生への祝辞の中で、私は東日本大震災のことに触れまし

た。２０１１年３月とは、公的機関が使う「年度」で言えば平成２２年度（２０１０年

度）。当時の卒業生が新生児として産まれた年度です。 

祝辞の中では、当時の被災地には警察、消防、自衛隊の他に、海外からもたくさんの

救援隊が活動していたこと、震災後約 2 ヶ月間で、23 の国と地域からの緊急援助隊や医

療支援チームが日本を訪れていること（外務省 HP より）、その中には日本とは異なる政

治体制をもち、政治的に友好的な関係を築いているとは言えない国や、経済的に日本よ

りも裕福とは言えないアジアやアフリカの国々も含まれていることを紹介。とある国の

レスキューチーム第 1 隊を率いた隊長は「日本人は偉大な民族だ。このような災害に遭

っても，泣き叫ぶこともせず，略奪もせず，人を責めることもせず，黙々と（復旧）作

業を行っている。日本人は，今回の災害も必ずや乗り越えるに違いない」と述べ，日本

国民に力強いエールを送ったこと、また、別の国の救助チーム隊員は、「我が国の災害時

に受けた、日本への恩を返すときです」と報道記者の取材に答えたエピソードを紹介し

ました。 

祝辞の最後に、それらの行動の根源について触れ、人が人を大切にしたいと思う、人

と人とのつながりには、人種・宗教・政治的な対立・経済的な格差などは問題ではなく、

困っている人がいれば支援し合うという人間主義の考え方こそが、震災により将来への

不安を感じていた人々を立ち上がらせた要因ではないでしょうか、と私自身の所感を、

新しい環境へ巣立ちゆく卒業生へ贈りました。 

本日現在、私自身は被災した地域から遠く離れた場所で生活をし、仕事をしています。

今できることは何かと問われれば、自分の居住する地域や、職場として着任している南

鶴牧小学校において、その日その日に為すべきことを自身の役割として確実に遂行して

いくことです。そして、卒業生へ贈った言葉の通り、人とのつながりを大切にしながら

日々を過ごしていくことだと考えています。自分の発信した言葉に自分自身が追いつい

ていかなければ、と強く感じた新年でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの声を一つに♪ 

合唱団顧問    
 南鶴牧小学校の特色ある教育活動の一つに

合唱団の活動があります。南鶴牧小学校合唱団

Musical notes は結成１２年目になり、今年度

は「たくさんの人を感動させるために、みんな

の声を１つにして歌おう！」を目標に活動して

います。 

今年度はＮＨＫ全国学校音楽コンクールや野

外コンサート、菖蒲館まつり等の地域の行事に

参加させていただきました。１２月には３年生

が３２名入団し、総勢８３名での活動が始まり

ました。上級生が声の出し方や楽譜の見方を一

つ一つ丁寧に３年生 

へ伝えています。今 

まで以上に活気に溢 

れ、楽しく活動して 

います。合唱団は４ 

学年が関わり、互い 

に高め合うことがで 

きます。今後は３月１７日(日)に本校体育館で

実施する「さくらコンサート」を目標に活動し

ていきます。最後になりましたが、合唱団の活

動にご理解ご協力をいただいている皆様に感

謝を申し上げます。今後とも合唱団への応援を

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

最後になりましたが、合唱団の活動にご理解ご

協力をいただいている全てのさまに感謝申し

上げます。今後とも合唱団へ 

の応援をよろしくお願いいたします。 

教員の出産休暇と代替教員の着任について 
  

２年１組担任を務めてまいりました教諭が１２月

２７日より出産休暇に入りました。代替教員が１月

１５日（月）より着任いたします。それまでは副校

長と学年主任が中心となって２年１組の対応をい

たします。ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

 
  

 

 

書初め展について 
 教諭  

 １月１９日（金）～２月１０日（土）に書初

め展を行います。１～２年生は硬筆、３～６年

生は毛筆です。１２月には、それぞれの学級で

練習をしましたが、どの子もひと筆ひと筆に気

持ちを込めて、丁寧に書いていました。冬休み

の宿題の一つとして取り組んだ学年も多いと

思います。 

普段、文字そのものに気持ちを込めるという

ことは、あまりないかもしれません。しかし、

文字そのものも生きており、思いをこめれば、

鏡のようにその思いを映し出してくれている

と子どもたちの文字から伝わってきました。緊

張しながら書いている子、一生懸命練習して書

いている子、どの子の文字もとても誇らしげに

感じます。 

 時代とともに言葉は変化していますが、思い

を届けるという 

役割は変わりま 

せん。これから 

も、一つ一つの 

言葉を大切にす 

る子どもたちを 

育てていきたい 

と思っています。 

 

9 火 B時程4校時　朝会　授業再開

10 水
安全指導 給食始 社会科見学5年
芝生指導 放課後子ども教室
わかば理解学習3年

11 木 集会　芝生の日 ヴェルディスポーツ教室4年　

12 金 委員会活動　わかば保護者会
13 土
14 日

15 月
朝会　しばちゅんたﾀｲﾑ2・4年
わかば指導始 起震車体験5・6年

16 火
全校一斉朝読書　スキー教室説明会5年
しばちゅんたﾀｲﾑ3・6年
父母教世話人会　ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日

17 水 B時程4校時　ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年 避難訓練　

18 木
集会　ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年
しばちゅんたﾀｲﾑ1・5年 図書館見学2年

19 金
ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年 クラブ活動⑩
ｼﾞｬｲｱﾝﾂ野球教室4年 書き初め展始

20 土
21 日
22 月 朝会　なんだれ
23 火 全校一斉朝読書　なんだれ　ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日

24 水 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年
25 木 集会　ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年
26 金 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年 福祉体験学習4年
27 土 多摩市公立小中学校合同図画工作展
28 日
29 月 朝会
30 火 全校一斉朝読書　図工展見学４年　クラス遊び わかば公開始

31 水 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年

1 木 集会　ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年
2 金 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年　委員会活動(代表委員) 

3 土
4 日
5 月 朝会　わかば公開終
6 火 全校一斉朝読書　芝生の日　 
7 水 B時程4校時　ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年 安全指導 

8 木 集会　ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年　父母教世話人会

9 金 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年 栄養教諭による食育授業1年

10 土
B時程4校時　学校公開　書き初め展終
道徳授業地区公開講座 学校運営協議会
鶴中入学予定者採寸（午後）

1・2月の行事予定


